
■
公
共
施
設
の
現
状

　

合
併
前
の
４
市
町
村
で
整
備
さ
れ
た
施
設
を

受
け
継
い
で
い
る
た
め
、施
設
機
能
が
重
複
し
て

い
ま
す
。
県
内
14
市
の
中
で
も
公
共
施
設
の
人

口
１
人
当
た
り
の
面
積
が
一
番
多
く
、今
後
10
年

間
で
約
５
割
の
施
設
が
築
30
年
以
上
と
な
り
老

朽
化
が
進
み
ま
す
。

■
将
来
推
計
人
口
か
ら
見
え
る
課
題

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
の
進
展
に
伴
い
、施

設
の
余
剰
化
や
利
用
者
の
需
要
ニ
ー
ズ
の
変
化

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
財
政
状
況
か
ら
見
え
る
課
題

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
税
収
減
や
地

方
交
付
税
の
縮
減
に
伴
い
、施
設
整
備
に
使
え
る

費
用
が
不
足
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
コ
ス
ト
の
状
況
か
ら
見
え
る
課
題

　
施
設
の
維
持
管
理
費
用
は
年
間
約
25
億
４
千
万

円
。
こ
れ
に
対
し
施
設
利
用
料
金
な
ど
の
収
入

は
９
億
１
千
万
円
で
す
。
収
入
を
大
き
く
上
回

る
支
出
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
将
来
更
新
投
資
額
の
試
算
か
ら

　
見
え
る
課
題

　
試
算
で
は
、現
在
保
有
す
る
公
共
施
設
の
将
来

更
新
投
資
額
が
年
間
約
33
億
９
千
万
円
に
対
し
、

■
将
来
更
新
投
資
額
の
試
算
と
数
値
目
標

　
52・２
％
を
削
減
目
標
と
す
る
こ
と
で
、８
月
号

で
試
算
し
た
今
後
40
年
間
の
更
新
投
資
額
は
、約

１
３
５
６
億
３
千
万
円（
年
間
約
33
億
９
千
万
円
）

か
ら
９
９
７
億
５
千
万
円（
年
間
約
24
億
９
千
万

円
）に
縮
減
さ
れ
ま
す
。そ
れ
で
も
、表
４
の
と
お

り
更
新
投
資
可
能
額（
17
億
９
千
万
円
）を
上
回
る

た
め
、約
７
億
円
が
不
足
し
ま
す
。

　

市
で
は
、本
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、平
成
29

年
度
か
ら
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
を
設
置
し
、公

共
施
設
の
適
正
配
置
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。
小

分
類
別
の
方
針
に
基
づ
く
移
管・
削
減
な
ど
に
つ

い
て
は
、今
後
、具
体
的
な
内
容
を
示
す「
個
別
施

設
計
画
」を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
計

画
を
基
に
、市
民
の
皆
さ
ま
や
公
共
施
設
の
利
用

者
に
対
し
、丁
寧
に
説
明
を
行
い
な
が
ら
合
意
形

成
に
努
め
ま
す
。

◇ 

広
報
き
く
ち
10
月
号
で
は
、支
所
庁
舎
施
設
利
活

用
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

◇ 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課

　
☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
５

■
公
共
施
設
の
利
用
圏
域
別
の
方
針

　
公
共
施
設
は
、用
途
に
よ
っ
て
全
市
民
の
利
用

を
想
定
し
た
も
の
や
小
学
校
区
の
住
民
を
対
象

と
し
た
も
の
な
ど
、対
象
範
囲
が
異
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、利
用
圏
域
別
の
方
針
を
表
１
の
と
お

り
設
定
し
て
い
ま
す
。

更
新
投
資
可
能
額
は
約
17
億
9
千
万
円
で
あ
り

全
体
的
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

菊
池
市
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
vol.２

公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
施
設
の

現
状
と
課
題

■
取
り
組
み
方
針

❶
公
共
施
設
等
の
保
有
総
量
を
最
適
な
規
模
と
す
る

・
公
共
施
設
の
新
設
は
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
。

・�

公
共
施
設
の
統
合
、複
合
化
を
進
め
、保
有
総

量
を
削
減
す
る
。

・�

用
途
を
廃
止
し
た
公
共
施
設
は
速
や
か
に
削
減

す
る
。

・�

財
政
状
況
に
応
じ
た
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
整
備
を

行
う
。

❷
公
共
施
設
等
の
機
能
維
持
と
安
全
を
確
保
す
る

・
計
画
的
な
維
持
管
理・修
繕・更
新
を
行
う
。

・
定
期
的
な
点
検・診
断
を
実
施
す
る
。

・�

危
険
箇
所
に
対
し
て
速
や
か
に
対
応
し
安
全
確

保
す
る
。

・
速
や
か
に
耐
震
化
を
図
る
。

・�

長
寿
命
化
に
よ
り
、更
新
費
用
の
平
準
化
を
図

る
。

❸
効
率
的
な
施
設
運
営
に
取
り
組
む

・
稼
働
率
の
向
上
を
図
る
。

・
日
常
の
運
営
に
か
か
る
コ
ス
ト
を
改
善
す
る
。

・
民
間
活
力
の
導
入
を
進
め
る
。

公
共
施
設
等
の
管
理
に
関
す
る

基
本
方
針

利用圏域 説　明 方　針

広　　域 市内全域からの利用を想定
した施設

全市で一つもしくは、必要最低限
の施設を残し統合を推進

準 広 域 広域以下、小学校区以上から
の利用を想定した施設 利用状況などを考慮し、統合・複

合化を推進
小学校区 小学校区単位での利用を想

定した施設

自 治 会 自治会単位での利用を想定
した施設

自治会などへ移管可能なものは移
管を推進。それ以外は、利用状況
や機能に応じて統合、廃止を推進

そ の 他 上記以外での利用を想定し
た施設 施設機能に応じて方針設定

■
施
設
用
途
の
小
分
類
別
の
方
針
の
設
定

　
基
本
方
針
を
実
現
す
る
た
め
、公
共
施
設
の
施

設
用
途
の
小
分
類
別
に
、今
後
40
年
間
の
方
針
を

表
２
の
と
お
り
設
定
し
て
い
ま
す
。

■ 

施
設
用
途
の
小
分
類
別
の
方
針
に

　
基
づ
く
移
管・削
減
面
積
の
試
算

　

上
下
水
道
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
建
物
を
除
く

２
８
０
施
設
を
対
象
に
、小
分
類
別
の
方
針
に
基

づ
く
移
管・
削
減
と
な
る
面
積
の
試
算
を
行
い
ま

し
た
。そ
の
結
果
、表
３
の
と
お
り
移
管・削
減
前

の
延
床
面
積
41
万
９
２
２
２・48
平
方
㍍
に
対
し
、

20
万
４
６
６・
92
平
方
㍍
と
な
り
、約
52・
２
％
の

削
減
と
な
り
ま
す
。た
だ
し
、そ
の
内
約
38・５
％

は
、民
間
や
地
域
に
移
管
す
る
た
め
、施
設
自
体

は
残
り
ま
す
。
廃
止
や
統
合
に
よ
り
施
設
面
積
が

削
減
さ
れ
る
割
合
は
13・７
％
で
す
。

方　針 内　容

　① 廃　止 当該施設を廃止。施設は解体や売却などの処分を検討

　② 民間移管 民間企業、団体などへの施設の譲渡、払い下げを検討

　③ 地域移管 自治会などへの譲渡、払い下げを検討

　④ 統　合 同分類施設との統合を検討

　⑤ 複合化 他分類施設との複合化を検討

　⑥ 縮小建替 建替えの際は規模を縮小して建替

　⑦ 同規模建替 建替えの際は現在の施設を維持

　　移管・面積削減による将来更新投資額の試算（公共施設、大分類別）

市
で
は「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画（
施

設
白
書
を
含
む
）」を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の

内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

実
施

　　  40年間における小分類別の移管・削減面積割合

表１

表２

表３

小
分
類

表４
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